
名 船  発  掘 〈汽船〉

《主要目)資 客船、大阪商船所属、81280総トン、101870

重量 トン、主機ディーセル 1基、最高速力188ノ ット、

旅客定員―等12名、特別二等54名、1952年新三菱重工神

戸造船所建造 (データは披工時のもの)

さんとす丸(2代日)

戦後建造された最初の大型外航客船

(上)就 航記念絵葉書 (大久保―郎画)
(下)就 航披露のため東京港を訪れた 「さ
んとす丸J(筆者撮影)

ジ

ュ
ー
ト
栽
培

で
ブ

ラ
ジ

ル

ヘ
移
住

戦
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
が
再
開
さ
れ
た
の
は

一
九

五
二

（昭
和
二
十
七
）
年
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ

ビ
放
送
が
始
ま
る
前
年
の
こ
と
だ
。

年
の
瀬
も
押
し
詰
ま

っ
た
十
二
月
二
十
人
日
、
大

阪
商
船

の
新
造
容
船

「
さ
ん
と
す
丸
」
合
一代
目
）

が
神
戸
を
出
航
し
た
。
戦
後
の
間
米
航
路
は
、
大
平

洋
を
越
え
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
し
て
い
く
東
航
ル

ー
ト
だ
が
、
こ
の
と
き
の
航
海
は
、
イ
ン
ド
洋
、
大

西
洋
を
越
え
て
い
く
西
航
ル
ー
ト
だ

っ
た
。

船
上
に
は
、
ジ

ュ
ー
ト
の
栽
培
で
ア
マ
ゾ
ン
流
域

へ
の
入
植
を
め
ざ
す
十
七
家
族
、
五
十
四
人
の
移
住

イ
の
姿
が
あ

っ
た
。
利
用
し
た
客
宝
は
、
特
別
〓
挙

（
ツ
ー
リ
ス
ト

，
ク
ラ
ス
）
で
あ
る
。

ジ

ュ
ー
ト
と
は
黄
麻
の
繊
維
の
こ
と
だ
。
原
産
地

は
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
下
流
で
、
イ
ン
ド
麻
と
も

呼
ぶ
。
高
さ
は

一
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
。
革
か
ら
と

つ

た
繊
維
は
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
や
穀
物
を
入
れ
る
袋
に
加

工
さ
れ
た
。
日
本
で
は
ツ
ナ
ソ
と

い
い
、
詔
書
や
経

典
な
ど
に
使
う
高
級
紙
の
原
料
に
な

っ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
流
域
で
は
、
ジ

ュ
ー
ト
栽
培
が
盛
ん
で

あ

つ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
内
需
要
は
も
と
よ
り
、
同

国
の
輸
出
産
業
に
ま
で
成
長
し
て
い
た
。

ア
マ
ゾ
ン
の
ジ

ュ
ー
ト
産
業
を
果
し
た
の
は
、
日

本
人
人
植
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
と
な

っ

た
の
は

「高
拓
生
」
だ

っ
た
。



ア
マ
ゾ

ン
入
植
事
業

の
先
覚
者

ジ
ュ
ー
ト
に
日
を
つ
け
た
の
は
、
ア
マ
ゾ
ン
入
植

事
業
の
先
覚
者
ｉ
塚
司
で
あ
る
。

昭
和
の
初
め
に
上
塚
は
、
ア
マ
ゾ
ン
中
流
の
パ
リ

ン
テ
イ
ン
ス
に
ジ
ュ
ー
ト
計
地
を
購
入
し
、
農
業
実

習
所
を
設
立
し
た
。
こ
の
当
時
、
世
界
の
ジ
ュ
ー
ト

市
場
は
イ
ン
ド
の
支
配
者
イ
ギ
リ
ス
が
独
占
し
て
い

た
。
■
塚
は
、
気
候
が
ガ
ン
ジ
ス
川
と
似
て
い
る
ア

マ
ブ
ン
流
域
で
も
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
、
実
習
所
で
試
作
を
か
さ
ね
た
。

上
塚
は
そ
の
い
っ
ぼ
う
、
国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校

を
末
京
に
創
立
し
、
初
代
校
長
に
な
っ
た
。

学
習
期
間
は
東
京
で

一
年
、
現
地
の
実
習
所
で

一

年
。
開
拓
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
の
が

そ
の
目
的
で
、
大
正
時
代
に
設
立
さ
れ
た
国
士
舘
義

塾

（現
在
の
田
士
缶
）
の

一
部
を
構
成
し
た
。
同
校

の
卒
業
生
は

「高
拓
生
」
と
呼
ば
れ
た
。

学
校
は
、
第
七
回
生
が
卒
業
す
る
と
閉
校
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
七
年
間
に
二
百
四
十
人
人
の

「高
拓

生
」
が
ア
マ
ゾ
ン
に
入
植
し
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。
戦
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住

は
、
こ
う
し
た
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
い
し
ず
え

を
上
台
に
し
て
再
開
さ
れ
た
の
だ
。

「さ
ん
と
す
九
」
の
出
航
の
日
、
お
お
ぜ
い
の
見

送
り
人
の
な
か
に
上
塚
司
の
姿
が
あ
っ
た
。
出
航
翌

日
の
毎
日
新
聞
に
次
の
記
事
が
出
て
い
る
。

一
行
の
壮
途
を
送
る
た
め

「蛍
の
光
」
の
メ
ロ

デ
イ
が
吹
奏
さ
れ
、
岸
田
兵
庫
県
知
事
、
参
院
議

員
上
塚
司

（ア
マ
ゾ
ニ
ヤ
産
業
理
事
長
）
、
原
日

伯
協
会
常
務
理
事
、
そ
の
他
多
数
が
突
堤
で
見
送

っ
た
。
（十
二
月
二
十
九
日
付
）

盛
大
だ

っ
た
就
航
披
露

レ
セ
プ

シ

ョ
ン

「さ
ん
と
す
丸
」
の
旅
客
定
員
は
、　
一
等
十
二
人
、

特
別
三
等
五
十
四
人
。
大
部
屋
は
な
か
っ
た
。　
一
等

客
室
は
二
人
部
屋
が
六
室
、
特
別
三
年
零
〓
は
六
人

部
屋
が
九
室
。
客
船
と
は
い
っ
て
も
、
貨
物
船
に
毛

が
は
え
た
程
度
の
旅
容
設
備
だ
っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
三
菱
神
戸
造
船
所
で
完
成
し
た
同

船
は
、
就
航
披
露
の
た
め
東
京
港
を
訪
れ
た
。
接
岸

し
た
の
は
竹
芝
ふ
頭
。
伊
豆
七
島
航
路
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
が
あ
る
あ
た
り
だ
。
右
頁
の
写
真
は
、
そ
の
と
き

の
な
つ
か
し
い
シ
ョ
ッ
ト
し
絵
葉
書
も
就
航
披
露
用

に
配
布
し
た
も
の
で
、
大
阪
商
船
の
嘱
託
画
家
だ
っ

た
大
久
保

一
郎
画
伯
の
油
絵
で
あ
る
。

な
に
し
ろ
、
戦
後
初
の
大
型
の
新
造
外
航
客
船
で

あ
る
。
就
航
披
露
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
盛
大
だ

っ
た
。

高
松
宮
殿
下
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
た
ち
が
詰
め
か

け
、
竹
之
ふ
頭
と
浜
松
町
駅
を
結
ぶ
大
通
り
は
、
記

念
品
を
寺
つ
参
列
者
と
見
学
者
で
あ
ふ
れ
た
。

当
時
高
校
生
だ
っ
た
筆
者
も
、
先
輩
や
同
級
生
と

船
内
を
見
学
し
た
。
船
と
い
え
ば
、
戦
前
か
ら
の
生

き
残
り
老
朽
捕
か
戦
標
船
し
か
知
ら
な
か
っ
た
こ
ろ

で
あ
る
。
同
船
の
最
新
設
備
に
大
い
に
驚
い
た
も
の

だ
。
あ
れ
か
ら
も
う
十
世
紀
が
た
っ
た
。

本
格
的
な
南
米
移
住
船

に
改
装

五
年
後
の

一
九
五
七

（昭
和
三
十
二
）
年
、
「さ

ん
と
す
九
」
は
五
百
五
十
人
人
の
三
年
定
員
を
持
つ

本
格
的
な
南
米
移
住
冊
に
改
装
さ
れ
た
。

上
甲
板
の
船
橋
甲
板
室
は
前
方
に
延
長
さ
れ
、
か

つ
て
の

「報
国
九
」
ク
ラ
ス
に
似
た
姿
に
な
っ
た
。

増
設
部
分
に
は
、
船
客
矢
内
所
、
三
等
喫
煙
室
、
診

療
所
、
病
〓
、
出
産
室
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

そ
の
下
の
第
二
甲
板
の
船
倉
に
は
、
三
年
の
客
室

が
増
設
さ
れ
た
。
二
段
の
仮
設
ベ
ッ
ド
が
並
ぶ

「か

い
こ
棚
」
式
の
大
部
屋
で
あ
る
。

売
店
と
理
髪
室
も
こ
の
甲
板
に
あ

っ
た
。
ど
ち
ら

も
新
造
時
か
ら
あ
つ
た
。
貨
ｉ
客
従
の
船
な
の
に
、

こ
れ
だ
け
は
ぜ
い
た
く
な
設
備
だ
っ
た
。
調
髪
百
円
、

九
刈
り
七
十
円
、
ヒ
ゲ
剃
り
五
十
円
、
と
い
う
の
が

改
装
後
の
理
髪
室
の
料
金
で
あ
る
。

改
装
の
年
か
ら
数
年
間
が
、
戦
後
の
南
米
移
民
の

ビ
ー
ク
だ
っ
た
。
や
が
で
移
住
者
は
放
減
し
、
同
船

も
貨
物
冊
と
し
て
稼
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）
年
、
高
米
移
住
史
の

一
頁
を
飾
る
こ
の
名
怖
は
香
港
に
売
ら
れ
た
。
高
雄

で
解
体
さ
れ
た
の
は

一
九
七
六

（昭
和
五
十

一
）
年

で
あ
る
。

山
田
　
迪
生
　
切


